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新潟県中越地震の発生後には，道路や情報通信設備の損壊によって多くの地

域が一時的に孤立した．今後の孤立地域対策を検討するために，孤立状況にあ

った地域の問題を詳細に検討しておくことは重要である．そこで本研究では，

中越地震発生後の孤立地域における状況と問題の困難度を示すことを目的とす

る．調査においては，中越地震によって家屋の損壊等の甚大な被害を受けると

ともに孤立状況にあった小千谷市東山地域を対象地域として質問紙調査を実施

した．回答結果より，世帯員が集落内外に分散していた場合，そのうちの約 8

割の世帯は自分たちの集落に戻っていることがわかった．また孤立期における

課題として，情報の途絶による問題が大きく認識されていることが明らかとな

った． 
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